
4)，再結晶粒を平

均化して取り扱うと，結晶粒平均半径と結晶粒枢枢枢枢; ˈ 鑓 鼲

δRav/2） （1）

dNrec/dt＝n（kBT/h）exp（－Q/kBT）exp（－∆GT*/kBT）（2）
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析出型銅合金の焼鈍魁は，固体力学的モデルに基づき組織モデル計算結果から得られる各種強化メカニズムによる寄与を計算し，複合則で材料強度を求めるモデルとした。得られた組織並びに強度計算結果は，全体的には実験結果と対応が見られたが，再結晶分率変化において一部，不一致が見られた。これは，析出相とマトリックス再結晶界面の相互作用モデルを単純化しすぎたことに起因していると考えられたため，界面構造変化を考慮した考え方についてまとめた。
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め，その妥当性を検証するために，



の移行によってもたらされるとして解析したが，むしろ時効曲

線における時効段階とは関係なく，析出相の分布状態から考え

られる各析出硬化メカニズムにおいて析出強化量を考慮して得

られる理論降伏応力の最小値に基づき強度特性が決定されると

考えたほうが妥当である。析出相サイズは加熱温度に対する依

存性が大きいため，



項，3fγ


